
令和２年度

青森県剣道連盟



令和３年３月　 ʢ�ʣ青森県剣道連盟広報　剣界
　

世
界
中
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
発
生
し
た
令
和

２
年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
爆
発
的
感
染
拡
大
に
よ
る
生
活

へ
の
影
響
が
、
連
日
報
道
さ
れ
て
波
乱
の
情
勢
が
収
ま
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
以
上
悲
惨
な
状
況
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
祈
る
と
と
も

に
、
普
通
の
日
々
が
戻
り
剣
道
を
心
行
く
ま
で
で
き
る
日
々

が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

当
剣
道
連
盟
も
令
和
２
年
４
月
以
来
多
く
の
事
業
を
中
止

に
致
し
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
来
年
度
も
見
通
し
は
不
透

明
で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
連
盟
の

運
営
を
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
４
月
以
来
新
理
事
長
に
藤
田
幹
彦
氏
、
新
事

務
局
長
に
時
吉
重
雄
氏
を
選
出
し
、
併
せ
て
２
０
２
６
年
２

巡
目
青
森
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選
手
強
化
を
図
る
た
め
、

試
合
経
験
の
豊
富
な
今
村
茂
也
氏
を
は
じ
め
近
藤
将
造
氏
・

福
島
成
利
氏
の
力
を
借
り
て
一
層
強
力
な
取
組
み
を
図
る
組

織
を
新
設
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
出
端
を
挫
か

れ
た
様
子
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
況
が
沈
静
化
し
た
ら
ウ
イ

ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
活
動
し
効
果
を
あ
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

役
員
は
じ
め
高
段
者
の
皆
様
及
び
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
も
国
体
寄
付
金
等
で
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
青
森
県
剣
道
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年
二
月
一
日

杖
道
７
段　
︵
山
梨
︶　

１
月
24
日

　
　
　

神　

良
子

剣
道
錬
士　
︵
京
都
︶　

５
月
６
日

　
　
　

柴
田　

康
太　
　
　

甲
地　

清
輝

剣
道
教
士　
︵
京
都
︶　

５
月
６
日

　
　
　

伊
神　

勲

剣
道
錬
士　
︵
東
京
︶　

11
月
24
日

　
　
　

逢
坂　

和
志　
　
　

村
田　

圭
祐

　
　
　

木
村　

大
佑　
　
　

成
田　

大
樹

　
　
　

阿
保　

朗　
　
　
　

木
明　

裕
二

　
　
　

田
中　

絵
里
子

居
合
道
錬
士　
︵
東
京
︶　

11
月
24
日

　
　
　

佐
藤　

孝
雄

剣
道
教
士　
　
︵
東
京
︶　

11
月
24
日

　
　
　

太
田　

裕
子　
　
　

足
澤　

一
成

　
　
　

上
手　

康
弘　
　
　

石
澤　

徳
成

　
　
　

小
山
内　

範
好　
　

小
渡　

一
志

会　

長　

挨　

拶

増　

田　
　

知　

幸

令
和
２
年　

高
段
位
・
称
号
取
得
者
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女
子
先
鋒
の
部

　

令
和
２
年
高
校
総
体
個
人
優
勝
者

　
　

未　
　

定

女
子
次
鋒
の
部　
　

大
学
生

　

一
位　

小
松　

加
奈
（
明
治
大
学
）

　

二
位　

伊
勢　

小
夏
（
青
森
大
学
）

女
子
中
堅
の
部　
　

��
歳
~
��
歳
未
満

　

一
位　

久
保
田　

友
美（
名
久
井
小
教
師
）

　

二
位　

近　

藤　

瑛
美（
五
所
一
高
教
師
）

女
子
副
将
の
部

　
　
　

安
田　

麻
衣
（
下
長
中
教
師
）

女
子
大
将
の
部

一
位　

長
尾　

由
香
子（
宗
教
法
人
淨
満
寺
）

二
位　

今
井　

身
知
子
（
弘
前
剣
道
連
盟
）

男
子
中
堅
の
部

　
　

教　

職　

員

　

中
村　

雅
人
（
三
沢
第
一
中
学
校
教
員
）

男
子
五
将
の
部

��
歳
~
��
歳
未
満

　
（
教
職
員
、
警
察
、
大
高
生
、

��

高
校
生
を
除
く
）

　

一
位　
　

倉
本　
　

健　
（
青
森
刑
務
所
）

　

二
位　
　

瑞
慶
覧　

佑
介（
青
森
刑
務
所
）

　

残
念
な
が
ら
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
男
女
と
も

に
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
大
将
の
部

　
　

��
歳
・
教
士
７
段
以
上

　

渡
邉　

大
三
（
青
森
刑
務
所
）

男
子
副
将
の
部

　
　

��
歳
以
上
・
教
職
員
、
警
察
職
員
以
外

　

三
上　

学
純
（
宗
教
法
人　

一
念
寺
）

男
子
三
将
の
部

　
　

警　

察　

職　

員

　

一
位　
　
　

佐
藤　

大
樹（
県
警
機
動
隊
）

　

二
位　
　
　

榊　
　

和
也（
県
警
機
動
隊
）

　

三
位　
　
　

成
田　

海　
（
県
警
機
動
隊
）

　

三
位　
　
　

杉
山　

寛
明（
県
警
機
動
隊
）

男
子
次
鋒
の
部

　
　

大　

学　

生

　

一
位　
　
　

塚
尾　

凌
河
（
日
体
大
学
）

　

二
位　
　
　

前
河
原　

陸
（
青
森
大
学
）

　

三
位　
　
　

阿
部　

峻
大
（
青
森
大
学
）

　

三
位　
　
　

傳
法　

優
生（
国
士
舘
大
学
）

男
子
先
鋒
の
部

　
　

令
和
元
年
高
体
連
新
人
戦
優
勝
者

　

田
中　

拓
光
（
八
工
大
一
高
等
学
校
）

第
68
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
予
選
会

令
和
２
年
２
月
２
日
10
時
：
み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

第
12
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
剣
道
優
勝
大
会
予
選
会

令
和
２
年
２
月
15
日
10
時
：
青
森
県
立
商
業
高
等
学
校
剣
道
場
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（
六
）
令
和
元
年
度
役
員
寄
付
金
団
体
協
力

金
及
び
国
体
協
力
金
の
報
告

（
七
）
長
期
計
画
の
基
づ
く
予
算
編
成
に
つ

い
て

（
八
）
東
北
剣
道
連
盟
役
員
会
の
報
告

（
九
）
常
任
理
事
会
承
認
事
項
の
審
議

ア

令
和
２
年
度
事
業
計
画

イ

令
和
２
年
度
予
算
案

ウ

役
員
の
改
正

エ

青
森
国
ス
ポ
準
備
委
員
会
の
発
足

オ

支
部
提
出
議
案

八　

閉
会
の
辞　
　
　

里
村
副
会
長

長
期
計
画
に
基
づ
く
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

一
部
継
続
審
議
を
残
す
も
、
そ
の
他
提
出
さ

れ
た
議
事
・
議
案
は
、
満
場
一
致
に
て
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　

ご
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
、
津
島　

雄
二
名
誉
顧
問
御
令
室
様
の
ご
逝
去
の
報
に

接
し
ま
し
た
の
は
、
総
会
の
２
か
月
後
の
事

で
し
た
。

　

本
紙
面
で
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
受
賞
団
体

　
　

板
柳
少
年
剣
友
会

　
　

野
辺
地
剣
友
会　
（
全
国
���
団
体
）

会
長
賞　

贈
呈
（
記
念
碑
）

��
第

　回
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会　
　

女
子
団
体
優
勝
東
奥
義
塾
高
等
学
校

六　

議
長
選
出　
　
　

近
藤　

将
造
参
与

七　

議
事

（
一
）
全
日
本
剣
道
連
盟
専
務
理
事
理
事
長

会
議
の
報
告

（
二
）
令
和
元
年
度
庶
務
・
事
業
報
告

（
三
）
各
部
か
ら
の
報
告

（
四
）
令
和
元
年
度
会
計
監
査
報
告

（
五
）
令
和
元
年
度
会
計
収
支
決
算
報
告

居
合
道
６
段

　

佐
藤　

孝
雄　
（
��
月
��
日　

東
京
）

錬　

士

　

小
野　

英
人　
（
５
月
６
日
　
京
都
）

　

白
津　

真
也　
　

黄
金
崎　

勝　

　

横
山　

和
夫　
　

　

乗
上　

功
（
居
合
）
吉
田　

英
人
（
居
合
）

　

以
上
５
名
��
月
��
日　

京
都

教
士

　

細
川　

博
樹　
　

長
尾　

由
香
子

　

工
藤　

徳
彦　
（
５
月
６
日　

東
京
）

　

青
山　

和
伸　
　

木
野
田　

久

　

村
田　

賢
一　
　

高
津　

博
之

　

堀
内　

勇
人　
　

山
谷　

邦
平

　

角
田　

正
美
（
居
合
）

　

以
上
７
名
��
月
��
日　

東
京

五　

表　

彰

　

剣
道
有
功
賞
受
賞
者

　
　

青
森
県
剣
道
道
場
連
盟
理
事

伊
藤　

宗
祐　
（
全
国
��
名
）

司
会
進
行　
　
　
　

時
吉　

重
雄
事
務
局
長

一　

開
会
の
辞　
　

里
村　

誠
悦
副
会
長

二　

会
長
挨
拶　
　

増
田　

知
幸
会
長

三　

顧
問
挨
拶　
　

津
島　

雄
二
名
誉
顧
問

四　

令
和
元
年
度
称
号
・
高
段
位
審
査
合
格
者

剣
道
６
段

　

田
中　

恵
理
子
（
��
月
��
日

愛
知
）

　

神　
　

慎
太
郎
（
��
月
��
日　

東
京
）

　

逢
坂　

和
志　
（
��
月
��
日　

東
京
）

　

成
田　

大
樹　
（
��
月
��
日　

東
京
）

剣
道
７
段

　

木
明　

裕
二　
（
５
月
11
日
　
京
都
）

　

古
山　

直
輝　
（
８
月
11
日
　
北
海
道
）

　

田
村　

正
人　
（
��
月
��
日　

愛
知
）

　

前
堀　

真　
　
（
��
月
��
日　

愛
知
）

　

杉
山　

英
晴　
（
��
月
��
日　

愛
知
）

　

松
村　

明
昇　
（
��
月
��
日　

東
京
）

令
和
二
年
度　

青
森
県
剣
道
連
盟
定
例
総
会

令
和
二
年
二
月
二
十
三
日　

午
後
１
時
開
始

於　

青
森
市
新
町
「
ア
ラ
ス
カ
会
館
」　
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令
和
二
年
度
の
剣
道
段
位
審
査
会
の
骨
子
を
定
め
る
た
め

の
剣
道
段
位
審
査
員
研
修
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
予
防
に
配
慮
し
な
が
ら
、
県
剣
道
連
盟
役
員
と

審
査
員
選
考
委
員
、
及
び
剣
道
段
位
審
査
員
の
参
加
を
得
て

行
わ
れ
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
昨
年
度
の
反
省
点
と
検
討
課
題
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
を
通
し
て
今
年
度
の
審
査
要
項
等

に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、長
内
範
士
、鹿
内
教
士
、工
藤
教
士
を
講
師
に「
木

刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」「
日
本
剣
道
形
」「
基
本
技

術
」
等
の
研
修
を
行
い
、
最
後
に
剣
道
高
段
位
審
査
受
審
者

の
模
擬
審
査
の
後
、
指
導
稽
古
と
参
加
者
全
員
に
よ
る
相
互

稽
古
が
行
わ
れ
た
。

剣
道
段
位
審
査
員
研
修
会

日　

時　

令
和
二
年
三
月
十
五
日
（
日
）

場　

所　

み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

︽
令
和
二
年
度
学
科
試
験
内
容
︾

︹
必
須
問
題
︺

・
初
段
~
五
段
（
共
通
）

　
「
剣
道
の
理
念
」
及
び
「
剣
道
修
錬
の
心
構
え
」

・
初
段

　
「
礼
の
考
え
方
」

・
二
、三
段

　
「
試
合
の
目
的
」

・
四
、五
段

　
「
剣
道
指
導
の
在
り
方
（
指
導
者
）」

︹
選
択
問
題
︺

・
初
段

　

①
有
効
打
突

　

②
残
心

　

③
足
さ
ば
き

　

④
打
突
の
好
機

・
二
、三
段

　

①
攻
め
合
い

　

②
構
え
と
目
付

　

③
気
剣
体
の
一
致

　

④
三
殺
法

・
四
、五
段

　

①
指
導
の
ね
ら
い

　

②
審
判
員
の
心
得

　

③
平
常
心

　

④
四
戒
（
驚ŋ

懼ŋ
疑ŋ

惑
）

※
選
択
問
題
は
、
各
段
と
も
当
日
前
述
の
問
題
か
ら
二
問
出

題
す
る
。

※
学
科
問
題
は
「
剣
道
指
導
要
領
」「
剣
道
講
習
会
資
料
」

「
剣
道
試
合
・
審
判
規
則
・
細
則
、
運
営
要
領
」「
日
本
剣
道

形
解
説
書
」
等
か
ら
出
題
す
る
。

︽
令
和
二
年
度
実
技
試
験
内
容
︾

︹
剣
道
実
技
︺

・
初
段
~
三
段
（
初
、
二
段
は
三
組
六
人
編
成
、
三
段
は
二

組
四
人
編
成
）

　

①
切
り
返
し
二
往
復

　
　

＊
体
当
た
り
を
す
る
切
り
返
し

　

②
稽
古
（
相
手
を
替
え
て
二
回
実
施
）

・
四
、五
段
（
一
組
三
~
四
人
編
成
）

　

①
稽
古
（
相
手
を
替
え
て
二
回
実
施
）

︹
日
本
剣
道
形
︺

・
初
段
（
三
組
六
人
編
成
）

　
　

太
刀
の
形
三
本

　
　
　

一
本
目
~
三
本
目

・
二
段
（
三
組
六
人
編
成
）

　
　

太
刀
の
形
五
本

　
　
　

一
本
目
~
五
本
目

・
三
段
（
二
組
四
人
編
成
）

　
　

太
刀
の
形
七
本

・
四
、五
段
（
二
組
四
人
編
成
）

　
　

太
刀
の
形
七
本

　
　

小
太
刀
の
形
三
本

※
実
技
合
格
者
に
対
し
実
施
す
る
。

※
日
本
剣
道
形
審
査
上
の
着
眼
点
（
全
日
本
剣
道
連
盟
・
日

本
剣
道
形
解
説
書
）
に
準
じ
て
審
査
を
行
う
。
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試
合
終
了
後
に
大
会
長
か
ら
、

「
今
後
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
周
囲

に
助
け
ら
れ
、
開
催
さ
れ
た
今
回
の
試
合
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。」

　

審
判
長
か
ら
は
、

「
違
っ
た
環
境
の
中
で
も
、
今
や
れ
る
こ
と
、

今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
い
う
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
限
定
的
で
は

あ
り
ま
す
が
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
は
、
皆

さ
ん
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
生
方
や
、
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
ご
家
族
、
剣
友
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ

る
と
感
謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
の
試
合
で
勝
利
を
手
に
し
た
君
は
、

勝
ち
上
が
る
た
び
に
、マ
ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
・

シ
ー
ル
ド
に
苦
し
め
ら
れ
た
今
日
の
試
合
を

決
し
て
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

今
日
の
試
合
で
た
ま
た
ま
成
果
を
残
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
君
は
、
次
の
試
合
の
為

に
剣
友
と
共
に
修
練
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

君
た
ち
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

選　

手　

紹　

介　
　

女　

子

沖
舘
中
学
校

　
　

山
内　

璃
瑚　
　

成
田　

陽
南

佃
中
学
校

　
　

葛
西　

灯
莉　
　

猪
俣　

芽
以

　
　

藤
田　

奈
子　
　

三
内
中
学
校

　
　

伊
藤　

澪　
　
　

伊
藤　

凛

　
　

石
岡　

芭
音

筒
井
中
学
校

　
　

橘　
　

愛
美　
　

松
野　

綾
香

南
中
学
校

　
　

南　
　

朋
華　
　

齋
藤　

華

浪
岡
中
学
校

　
　

櫻
庭　

こ
こ
ろ　

雪
田　

梨
乃

油
川
中
学
校

　
　

中
谷　

奏
音

古
川
中
学
校

　
　

池
内　

萌
恵

優
勝

　

山
内　

梨
瑚
︵
沖
舘
中
学
校
三
年
︶

準
優
勝

　

藤
田　

奈
子
︵
佃
中
学
校
三
年
︶

新
城
中
学
校

　
　

奥
村　

向
陽　
　

松
名
瀬　

天
翔

筒
井
中
学
校

　
　

林　
　

清
人　
　

福
田　

涼
介

　
　

木
下　

陸

造
道
中
学
校

　
　

滝
田　

凰
太

西
中
学
校

　
　

佐
藤　

豪
大　
　

三
橋　

蓮

　
　

唐
川　

健
太

優
勝

　
　

山
田　

昂
毅
︵
甲
田
中
学
校
三
年
生
︶

準
優
勝

　
　

川
村　

啓
哉
︵
三
内
中
学
校
三
年
生
︶

　
　
　
　

選　

手　

紹　

介　
　

男　

子

甲
田
中
学
校

　
　

山
田　

昂
毅　
　

南
中
学
校

　
　

舘
田　

よ
も　
　

熊
谷　

駿
平

　
　

大
里　

太
陽　
　

成
田　

慶
次
郎

　
　

福
浦　

偉
吹　
　

浪
岡
中
学
校

　
　

伊
藤　

大
晟　
　

成
田　

幹
汰

　
　

大
平　

克
幸　
　

伊
藤　

広
晟

古
川
中
学
校

　
　

辻
村　

泰
時　
　

佐
藤　

舜
太
郎

　
　

清
野　
　

晏　
　

佐
々
木　

優
成

　
　

小
笠
原　

惺
太

沖
舘
中
学
校

　
　

大
矢　

翔
吾　
　

一
戸　

遥
斗

　
　

中
林　

来
華　
　

三
内
中
学
校

　
　

豊
田　

大
和　
　

白
井　

煌
乃

　
　

山
田　

敬
斗　
　

川
村　

啓
哉

油
川
中
学
校

　
　

山
田　

優
弥　
　

森　

健
太
朗

浦
町
中
学
校

　
　

久
保　

慎　
　
　

西
田　

圭
吾

東
中
学
校

　
　

横
内　

大
地　
　

平
澤　

亮

　
　

佐
藤　

康
成　
　

令
和
二
年
度　

第
七
十
一
回
青
森
市
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大
会

日　
　

時　

令
和
二
年
七
月
二
十
五
日　
　

九
時
よ
り

会　
　

場　

青
森
市
立
造
道
中
学
校　
　

体
育
館　
　



ʢ�ʣ　 令和３年３月青森県剣道連盟広報　剣界

　

個
人
優
勝
の
選
手
は
、
令
和
３
年
４
月
に

大
阪
府
で
開
催
の
第
��
回
全
日
本
都
道
府
県

対
抗
剣
道
選
抜
優
勝
大
会
に
お
け
る
本
県

チ
ー
ム
の
「
先
鋒
」
と
し
て
の
出
場
権
が
与

え
ら
れ
る
。女

子
個
人
準
々
決
勝

渡　

辺　
　
　
　

メ
︱　
　
　

山　

田

　
　
（
東
奥
義
塾
）　　
　
（
東
奥
義
塾
）

中　

沢　
　
　

ド
反
︱　
　
　

船　

水

　
　
（
東
奥
義
塾
）　　
　
（
青
森
西
）

太　

田　
　
　
　

メ
︱　
　
　

小
保
方

　
　
（
東
奥
義
塾
）
延
長　
（
東
奥
義
塾
）

木　

村　
　
　
　

メ
︱　
　
　

木　

村

　
　
（
青
森
北
）　

延
長　
（
東
奥
義
塾
）

　
　

▽
準
決
勝

中　

沢　
　
　
　

メ
︱　
　
　

渡　

辺

太　

田　
　
　
　

メ
︱　
　
　

木　

村

　
　

▽
決　

勝

太　

田　

延
長　

ド
︱　
　
　

中　

沢

優　

勝　
　

太
田　

彩
月
（
東
奥
義
塾
）

準
優
勝　
　

中
澤　

木
季
（
東
奥
義
塾
）

第
３
位　
　

渡
辺　

胡
桃
（
東
奥
義
塾
）

第
３
位　
　

木
村　

明
夢
（
青
森
北
高
）

　

東
奥
義
塾
高
等
学
校
女
子
団
体
優
勝
は
��

年
連
続
��
度
目
の
優
勝
。
青
森
西
高
等
学
校

と
共
に
愛
知
県
春
日
井
市
の
全
国
選
抜
大
会

に
出
場
す
る
。
ま
た
、
男
女
と
も
上
位
４
校

は
、
２
月
に
行
わ
れ
る
東
北
選
抜
大
会
に
出

場
す
る
。

男
子
個
人
準
々
決
勝

大　

坂　
　
　
　

ツ
︱　
　
　

石　

鉢

　
（
東
奥
義
塾
）
延
長　
（
八
工
大
一
）

工　

藤　
　
　
　

ド
︱　
　
　

石　

田

　
（
青
森
北
）　

延
長　
（
ウ
ル
ス
ラ
）

西　

田　
　
　
　

ド
︱　
　
　

船　

橋

　
（
青
森
西
）　　
　
　
（
青
森
西
）

神　
　
　
　
　
　

ド
︱　
　
　

白　

戸

　
（
東
奥
義
塾
）　　
　
（
五
所
川
原
第
一
）

　
　

▽
準
決
勝

大　

坂　

延
長　

メ
︱　
　
　

工　

藤

神　
　
　

延
長　

コ
︱　
　
　

西　

田

　
　

▽
決　

勝

神　
　
　

延
長　

メ
︱　
　
　

大　

坂

優　

勝　
　

神　
　

充
希
（
東
奥
義
塾
）

準
優
勝　
　

大
坂　

樹　
（
東
奥
義
塾
）

第
３
位　
　

工
藤
恵
比
寿
（
青
森
北
高
）

第
３
位　
　

西
田　

怜
音
（
青
森
西
高
）

女
子
団
体
決
勝
リ
ー
グ

東
奥
義
塾　
　
　

５
︱
０　
　

弘
前
実
業

五
所
川
原
第
一　

０
︱
３　
　

青
森
西

東
奥
義
塾　
　
　

３
︱
０　

五
所
川
原
第
一

弘
前
実
業　
　
　

０
︱
３　
　

青
森
西

東
奥
義
塾　
　
　

４
︱
１　
　

青
森
西

弘
前
実
業　
　
　

５
︱
０　

五
所
川
原
第
一

　

優　

勝　

東
奥
義
塾
高
校　
　
　

３
勝

　

準
優
勝　

青
森
西
高
校　
　
　

２
勝
１
敗

　

第
三
位　

弘
前
実
業
高
校　
　

１
勝
２
敗

　

第
三
位　

五
所
川
原
第
一
高
校
１
勝
２
敗

　

東
奥
義
塾
高
等
学
校
男
子
団
体
優
勝
は
３

年
連
続
��
度
目
の
優
勝
で
あ
り
、
令
和
３
年

に
愛
知
県
春
日
井
市
で
開
催
の
全
国
選
抜
大

会
に
出
場
。

男
子
団
体
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

青
森
北　
　
　
　

４
︱
０　
　
　

弘
前
実

工
大
一
（
本
数
勝
ち
）
１
︱
１　
　

八
戸

青
森
西　
　
　
　

２
︱
１　
　
　

五
所
一

　

▽
準
決
勝

東
奥
義
塾　
　
　

２
︱
１　
　
　

青
森
北

青
森
西　
　
　
　

２
ー
１　
　
　

工
大
一

　

▽
決
勝

東
奥
義
塾　
　

１
︱
１　
　

青
森
西

　

下
新
井
田　
　

︱
メ　
　

中　

林
〇

　

林
下　
　
　
　

︱　
　
　

福　

井

　

岩
澤　
　
　
　

︱　
　
　
　

泉

〇
大
阪　
　
　

メ
︱　
　
　

岩　

谷

　

神　
　
　
　
　

︱　
　
　

西　

田

代
表
決
定
戦

〇
神　
　
　
　

ド
︱　
　
　

西　

田

　

優　

勝　

東
奥
義
塾
高
校

　

準
優
勝　

青
森
西
高
等
学
校

　

第
三
位　

青
森
北
高
等
学
校

　

第
三
位　

八
戸
工
業
大
学
第
一
高
校

令
和
２
年
度　

高
等
学
校
新
人
剣
道
選
手
権
大
会

む
つ
市
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
11
月
22
日
（
日
）・
23
日
（
月
）
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と
一
緒
に
発
送
し
た
ら
ど
う
か
。

※
総
会
の
別
添
資
料
と
し
て
、
全
支
部
に
配

布
す
る
方
法
等
も
検
討
す
る
。

２
.
審
査
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
、
初
段
か
ら
三
段
ま
で
の
切
り
返
し
を
な

く
し
た
た
め
、

・
審
査
時
間
が
短
か
っ
た
（
初
段
か
ら
三
段

ま
で
は
��
秒
、
四
・
五
段
は
��
秒
で
実
施
）

・
初
段
、
二
段
の
審
査
を
２
組
４
人
に
し
て

は
ど
う
か
。

※
受
審
者
数
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

３
.
受
審
者
に
つ
い
て

・
礼
法
が
出
来
て
い
な
い
。

・
日
本
剣
道
形
二
本
目
が
出
来
て
い
な
い
。

※
指
導
者
の
問
題
。

定
例
審
査
会
（
��
月
��
日　

マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
）

　

初
段　

受
審
者
���
名　

合
格
者
���
名

合
格
率
����
％

　

二
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
��
名

合
格
率
����
％

　

三
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
��
名

合
格
率
����
％

　

四
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
�
名

合
格
率
����
％

　

五
段　

受
審
者
�
名　

合
格
者
�
名

合
格
率
����
％

反
省
会
で
出
さ
れ
た
事
項

１
.
運
営
面
に
つ
い
て

・
四
、五
段
の
組
み
合
わ
せ
で
同
地
区
同
士

が
当
た
っ
た
。

※
人
数
や
年
齢
構
成
に
よ
っ
て
仕
方
な
い
場

合
も
あ
る
が
、
今
後
配
慮
を
す
る
。

様
の
予
定
で
進
め
、
わ
か
り
や
す
い
伝
達
・

講
習
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
審
判
講
習
会
で
は
、
受
講
者
の
審

判
技
量
・
知
識
を
確
認
し
、
向
上
で
き
る
よ

う
講
習
を
進
め
て
い
き
た
い
。

青
森
審
査
会
（
８
月
９
日
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
）

　

初
段　

受
審
者
���
名　

合
格
者
���
名

合
格
率
��
％

　

二
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
��
名

合
格
率
����
％

　

三
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
��
名

合
格
率
���
％

　

四
段　

受
審
者
��
名　

合
格
者
��
名

合
格
率
����
％

　

五
段　

受
審
者
�
名　

合
格
者
�
名

合
格
率
����
％

反
省
会
で
出
さ
れ
た
事
項

１
.
運
営
面
に
つ
い
て

　

事
前
に
審
査
で
の
所
作
に
つ
い
て
、
要
項

定
し
て
い
た
伝
達
講
習
会
が
全
て
中
止
と

な
っ
た
。

〇
昨
年
ま
で
伝
達
講
習
会
の
中
に
公
認
審
判

員
審
査
会
を
組
み
込
ん
で
い
た
た
め
、
ど
う

し
て
も
審
判
法
に
配
分
す
る
時
間
が
少
な
く

効
果
が
薄
く
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
審

判
の
技
量
・
知
識
の
向
上
を
目
的
に
年
２
回

の
審
判
講
習
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
９
月
の

み
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

審
判
講
習
会
に
は
��
名
、
公
認
審
判
員
審

査
に
は
��
名
受
審
と
参
加
人
数
が
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
審
判
法
講
義
及
参
加
者
全
員
の

審
判
実
技
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
内
容

の
濃
い
も
の
と
な
り
、
受
審
者
全
員
が
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

ま
と
め

○
講
習
部
員
も
８
名
に
増
員
し
、
各
講
習
会

で
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
計
画
し

た
。

〇
今
後
の
情
勢
に
も
よ
る
が
、
来
年
度
も
中

央
講
習
会
で
の
内
容
を
も
と
に
、
今
年
度
同

　

今
年
度
は
、
む
つ
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
を
会

場
に
��
月
��
日
（
日
）
~
��
日
（
月
）
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
む
つ
市

で
は
実
に
��
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。
諸
先

生
方
の
御
理
解
と
御
協
力
の
も
と
無
事
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
男
子
団
体
戦
で
は
強
豪
東
奥
義
塾

と
新
鋭
青
森
西
が
激
突
。
１
対
１
の
大
将
戦

ま
で
も
つ
れ
、
代
表
戦
と
な
っ
た
。
代
表
選

で
は
、
個
人
戦
で
も
優
勝
し
た
神
が
落
ち
着

い
た
試
合
展
開
で
代
表
戦
を
制
し
、
東
奥
義

塾
が
３
年
連
続
��
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

女
子
団
体
戦
は
４
校
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ

（
総
当
た
り
）
を
行
い
、
東
奥
義
塾
が
他
を

寄
せ
付
け
な
い
圧
倒
的
な
強
さ
で
��
年
連
続

��
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

男
子
優
勝
の
東
奥
義
塾
と
女
子
優
勝
の
東

奥
義
塾
、
第
２
位
の
青
森
西
は
３
月
に
行
わ

れ
る
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
。

青
森
県
高
体
連
剣
道
専
門
部　

　

委
員
長　
　

木
村　

秀
樹

１　

日
程
に
つ
い
て

〇
４
月
��
日
、
４
月
��
日
、
５
月
��
日

　

８
月
��
日　

予
定
さ
れ
た
講
習
会
中
止

〇
９
月
��
日
（
日
）

　

み
ち
ぎ
ん
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

審
判
講
習
会
、
審
判
法
、
公
認
審
判
員
審

査
、
受
講
数
��
名
に
て
開
催

２　

内
容
に
つ
い
て

〇
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
予

　

委
員
長
　
　

木
村
　

秀
樹

講　

習　

部

審　

査　

部
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３
.
全
剣
連
講
習
会

・
第
��
回
女
子
剣
道
審
判
講
習
会
中
止

・
社
会
体
育
指
導
員
養
成
講
習
会
中
止

４
.
各
種
大
会

第
��
回
東
北
北
海
道
対
抗
剣
道
大
会
中
止

第
��
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
女
子
優
勝
大

会
中
止

第
��
回
東
北
総
合
体
育
大
会
延
期

第
��
回
全
日
本
女
子
選
手
権
大
会
延
期

５
.
総
括

・
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
、

す
べ
て
の
活
動
を
中
止
し
、自
粛
し
ま
し
た
。

未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
な
い

の
で
、
来
年
度
も
県
連
の
指
導
の
も
と
に
、

稽
古
会
、
各
種
大
会
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
��
日
監
査
会
（
弘
前
市
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
開
催

　

出
席
者
は
監
事
�
名
、
会
計
担
当
、
副
部

長
、
事
務
局
長
の
�
名
出
席
。

　

鳴
海
氏
が
会
計
担
当
を
辞
し
、
後
任
は

佐
々
木
氏
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
事
務
局
長

が
書
類
を
引
き
継
ぐ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、�
月
��
日
の
役
員
会
・

定
例
総
会（
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
会
議
室
）

が
中
止
に
な
り
、
各
地
区
の
代
表
者
か
ら
会

員
に
伝
え
る
連
絡
網
で
予
算
・
行
事
を
承
認
・

確
定
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
�
月
の
定
例

総
会
開
催
中
止
に
続
き
、
７
月
伝
達
講
習
会

並
び
に
級
審
査
会
も
中
止
。

１
.
第
��
回
小
学
生
女
子
剣
道
錬
成
会

��
月
１
日
（
日
）:
青
森
大
学
正
徳
館

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し

な
い
た
め
、
参
加
者
の
健
康
、
安
全
を
考
え

中
止
に
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
錬
成
会
に
４
回
以
上
参
加
し
た
６

年
生
に
竹
刀
を
贈
呈
し
て
い
ま
し
た
。今
回
、

錬
成
会
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
、
��
名
に
竹
刀
を
贈
り
ま
し

た
。

　
　
　
　

※
平
成
��
年
度
写
真

２
.
稽
古
会

・
年
間
５
回
（
�
月
��
日
、
�
月
��
日
、
�

月
��
日
�
月
��
日
、
�
月
��
日
）
計
画
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
、
す

べ
て
中
止
に
し
ま
し
た
。

・
宮
城
県
女
子
稽
古
会
中
止
。

５
月
��
日　

国
ス
ポ
予
選
会

６
月
��
日　

玄
妙
杯　

青
麗
杯

７
月
��
日　

剣
道
段
位
弘
前
審
査
会

８
月
��
日　

南
部
地
区
講
習
会

９
月
６
日　

剣
道
段
位
八
戸
審
査
会

実
施
さ
れ
た
事
業

〇
�
月
��
日　

段
位
審
査
員
研
修
会

〇
�
月
９
日　

剣
道
段
位
青
森
審
査
会

〇
�
月
��
日　

審
判
講
習
会

〇
��
月
��
日　

剣
道
段
位
定
例
審
査
会

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
若
干
の
審
査
会
、
講
習
会
に

お
い
て
、
会
場
準
備
か
ら
運
営
ま
で
滞
り
な

く
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
、
対
応
、
対
策
に
つ
い
て
特
に
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
来
年
度
の
行
事
す
べ
て
を
実
施
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
き
た
い
。

・
実
技
審
査
に
お
い
て
２
組
４
人
編
成
の
と

こ
ろ
を
３
組
６
人
編
成
で
実
施
し
て
し

ま
っ
た
。

　

※
実
施
要
項
等
を
重
視
し
て
行
う
。

・
採
点
用
紙
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

　

※
修
正
す
る
。

　
　
　

２
.
審
査
に
つ
い
て

・
初
段
か
ら
三
段
ま
で
の
切
り
返
し
の
実
施

に
つ
い
て
。

　

※
審
査
員
研
修
会
に
お
い
て
、検
討
す
る
。

　
　
　

３
.
そ
の
他

・
会
場
（
ア
リ
ー
ナ
）
か
ら
、
駐
車
場
の
指

定
や
入
場
制
限
な
ど
に
つ
い
て
依
頼
が

あ
っ
た
。

　

※
要
項
に
明
記
し
、
徹
底
を
図
る
。

中
止
さ
れ
た
事
業

４
月
��
日　

東
日
本
伝
達
講
習
会

４
月
��
日　

審
判
講
習
会

事　

業　

部

女　

子　

部

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

杖　

道　

部
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見
る
野
球
少
年
で
し
た
。

　

四
年
生
の
六
月
か
七
月
に
運
動
会
が
あ

り
、
終
了
後
に
父
が
当
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を

し
て
い
た
関
係
か
ら
か
、
あ
る
程
度
出
来
上

が
っ
た
先
生
方
が
数
名
、
我
が
家
に
二
次
会

と
し
て
来
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
中
の
一

人
に
六
年
生
の
担
任
で
学
校
一
恐
れ
ら
れ
て

い
た
、
剣
道
ク
ラ
ブ
顧
問
の
工
藤
強
夫
先
生

（
当
時
四
十
歳
代
・
剣
道
初
段
）
が
、
い
き

な
り
「
明
日
放
課
後
、
体
育
館
に
来
い
！
」

の
一
言
で
剣
道
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
す
。（
恐
怖
の
あ
ま
り
、
抵
抗
で
き
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。）

　

そ
の
年
の
十
二
月
に
地
区
の
防
犯
剣
道
大

会
で
初
め
て
試
合
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、

同
級
生
に
簡
単
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
四
月
か
ら
始
め
た
同
級
生
と
の
差
は
歴
然

で
あ
っ
た
。）

　

と
に
か
く
悔
し
く
て
、
悔
し
く
て
涙
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
悔
し
さ
が
剣
道
に

対
す
る
私
の
心
に
火
を
点
け
た
の
で
し
た
。

五
年
生
に
な
り
唯
一
、六
年
生
主
体
の
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
、
よ
り
一
層
剣
道
に
の
め
り

こ
ん
で
い
く
自
分
が
あ
り
ま
し
た
。
工
藤
強

夫
先
生
は
剣
道
の
技
術
指
導
を
地
域
の
鴨
沢

氏
（
市
役
所
勤
務
・
五
段
・
国
士
舘
大
卒
）

や
丸
山
氏
（
家
具
メ
ー
カ
ー
勤
務
・
四
段
・

法
政
大
卒
）
に
依
頼
さ
れ
、
六
年
生
に
な
っ

た
時
に
剣
道
ク
ラ
ブ
は
青
森
県
下
で
一
番
大

き
い
大
会
で
あ
る
県
下
剣
道
三
沢
大
会
で

初
優
勝
す
る
の
で
す
が
、（
当
時
私
の
住
む　

む
つ
・
下
北
地
区
は
県
下
で
は
弱
小
で
剣
道

不
毛
の
地
域
）
こ
の
こ
ろ
か
ら
剣
道
が
生
活

の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

剣
道
の
道
に
導
い
て
く
れ
た

第
三
田
名
部
小
学
校
工
藤
強
夫
先
生

　

昭
和
三
十
八
年
、
本
州
は
最
北
端
、
三
大

霊
場
の
一
つ
恐
山
で
有
名
な
青
森
県
む
つ
市

で
、
父
（
故
・
定
雄
）、
母
（
要
子
）
の
六
人

兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

　

父
は
当
時
で
は
珍
し
く
隣
町
の
旧
制
野
辺

地
中
学
校
（
現
在
の
県
立
野
辺
地
高
校
）」

に
進
学
し
、
ま
た
母
も
旧
制
の
五
所
川
原
高

等
女
学
校
（
現
在
の
県
立
五
所
川
原
高
校
）

に
進
学
し
て
お
り
、
と
て
も
教
育
熱
心
な
両

親
で
し
た
。

　

ま
ず
、
剣
道
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
剣
道

の
道
に
導
い
て
下
さ
っ
た
工
藤
強
夫
先
生
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
時

の
第
三
田
名
部
小
学
校
に
は
四
年
生
か
ら
入

部
出
来
る
特
別
ク
ラ
ブ
が
幾
つ
か
あ
り
、
そ

の
中
の
一
つ
に
剣
道
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し

た
。
同
級
生
男
子
の
半
分
く
ら
い
は
皆
、
剣

道
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
て
お
り
、
私
は
全
く
興

味
が
な
く
、
将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
を
夢
に

��
春
季
居
合
道
講
習
会

��
春
季
県
下
居
合
道
大
会

��
春
季
居
合
道
段
位
審
査
会

��
東
北
・
全
日
本
大
会
出
場
者
強
化
稽
古

��
居
合
道
中
央
講
習
伝
達
講
習
会

��
秋
季
県
下
居
合
道
大
会

��
秋
季
居
合
道
段
位
審
査
会

　
【
県
外
の
部
】

��
東
北
居
合
道
審
判
講
習
会

��
第
��
回
当
方
居
合
道
大
会

　

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収
束
の

兆
し
が
見
え
ず
、
閉
塞
感
に
押
し
潰
さ
れ
そ

う
に
な
り
ま
す
が
、そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

刀
法
鍛
錬
の
居
合
道
で
す
。

　

古
来
よ
り
刀
は
神
聖
な
も
の
で
あ
り
、
神

や
霊
力
が
宿
り
、
邪
気
を
払
う
力
を
も
つ
と

信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い

て
は
、
武
士
の
魂
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

刀
法
鍛
錬
の
居
合
道
は
、
心
の
不
安
や
弱

さ
を
斬
り
払
い
、
健
康
な
心
身
を
養
え
ま

す
。
ま
た
、
仮
想
敵
を
想
定
し
た
稽
古
の
た

め
、
人
と
の
接
触
が
な
く
、
感
染
リ
ス
ク
を

回
避
し
な
が
ら
安
心
安
全
に
稽
古
で
き
ま

す
。

　

居
合
道
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
は
、
事

務
局
:
角
田
（
☎
０
８
０
❘
５
５
６
５
❘

９
９
０
０
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お

近
く
の
道
場
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

続
く
、
９
月
の
講
習
会
並
び
に
段
位
審
査
会

（
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館
）
は
従
来
の
２
日

間
の
日
程
を
１
日
間
に
短
縮
し
て
開
催
。

・
講
習
会
並
び
に
段
位
審
査
会

９
月
��
日
青
森
市
ス
ポ
ー
ツ
会
館　

受
講
者

��
名　

・
段
審
査
受
審
者
４
名
、
合
格
者
４
名
、【
三

段
１
名
、
二
段
１
名
、
初
段
２
名
】

　

来
年
度
に
向
け
て
の
抱
負
で
あ
る
が
、
今

年
度
は
、
１
月
��
日
全
剣
連
主
催
の
杖
道
地

区
審
査
会
（
山
梨
県
甲
府
市
）
で
、
神
良
子

先
生
が
念
願
の
七
段
に
合
格
。
幸
先
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
思
い
も
よ
ら
な
い
コ

ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
行
事
の
中
止
、
体
育

施
設
の
閉
鎖
が
相
次
い
だ
。
次
年
度
以
降
も

改
善
す
る
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
る

が
、
県
内
４
地
区
に
お
け
る
稽
古
の
充
実
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
で
、
杖
道

の
振
興
・
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
報
告

令
和
２
年
２
月
��
日

令
和
２
年
度
定
例
総
会
（
��
名
出
席
）

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ　

ア
ラ
ス
カ
に
て

※
以
降
の
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
感

染
症
拡
大
防
止
策
等
に
よ
り
中
止
。

令
和
３
年
事
業
計
画
（
案
）

【
県
内
の
部
】

��
居
合
道
部
総
会

の
振
興
・
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

居
合
道
部

師
を
語
る　

母
を
語
る

故
郷
青
森
で
出
会
っ
た
恩
師
た
ち

い
た
だ
い
た
剣
縁
に
感
謝鹿

内　

修
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大
学
で
は
、県
立
高
校
校
長
を
退
職
さ
れ
、

元
青
森
県
高
体
連
会
長
の
要
職
も
さ
れ
た

故
新
岡
精
彌
先
生
（
東
京
高
等
師
範
卒
・
範

士
八
段
）
が
剣
道
部
の
師
範
兼
監
督
と
し
て

招
か
れ
て
お
り
、
充
実
し
た
大
学
四
年
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
学
時
代
の

思
い
出
は
三
年
次
主
将
と
し
て
、
台
湾
に
遠

征
し
、
視
野
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
が
出
来
た

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
念
願
の
教
員
と
し
て
今
日

に
至
る
の
で
す
が
、
今
ま
で
の
剣
道
人
生
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
節
目
々
々
で
、
様
々

な
「
縁
」
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

小
学
生
で
は
剣
道
の
道
へ
導
い
て
下
さ
っ
た

工
藤
剛
夫
先
生
、中
学
で
は
後
藤
健
二
先
生
、

高
校
で
は
田
代
先
生
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て

大
き
く
人
生
が
変
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工
藤
清
行
先
生
と
の
出

会
い
も
、
後
に
同
じ
職
場
で
放
課
後
、
共
に

八
段
を
目
指
し
、
二
人
だ
け
で
基
本
か
ら
稽

古
を
し
た
も
の
で
し
た
。
大
学
で
は
新
岡
精

彌
先
生
が
教
職
へ
の
道
標
を
教
示
し
て
下
さ

り
、
八
段
の
稽
古
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の

か
を
直
接
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
恩
師

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
「
剣
縁
」
を
大
切
に
、

師
弟
同
行
を
実
践
す
べ
く
、
先
生
方
か
ら
頂

い
た
教
え
を
後
進
に
伝
え
、
自
分
自
身
も
精

進
を
重
ね
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　
【
剣
道
時
代
】
よ
り

鹿
内
修　

昭
和
��
年
青
森
県
む
つ
市
生
ま
れ

��
歳
。
県
立
田
名
部
高
校
か
ら
青
森
大
学
に

進
み
、
卒
業
後
教
員
と
な
る
。
現
在
、
県
立

弘
前
工
業
高
等
学
校
教
員　

剣
道
教
士
八
段

青
森
県
剣
道
連
盟
常
任
理
事　

総
務
部
長

で
合
宿
等
で
は
稽
古
に
参
加
さ
れ
、
田
代
先

生
、
工
藤
先
生
に
稽
古
を
お
願
い
す
る
の
で

す
が
、
と
に
か
く
恐
怖
の
一
年
で
し
た
。

　

試
合
で
は
、
春
季
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

予
選
と
宿
敵
青
森
商
業
と
三
度
決
勝
戦
で
相

見
え
、
念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
一
の
救
い
は
、
同
期
の

津
島
勲
君
（
大
正
大
卒
・
錬
士
六
段
・
現
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
勤
務
）
が
個
人
戦
で
優
勝
し
、
山
梨

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
、
私
は
準
決
勝
敗
退
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団

体
、
個
人
と
出
場
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
東
北
大
会
、東
北
総
体（
通

称
ミ
ニ
国
体
・
秋
田
県
湯
沢
市
）、
滋
賀
県

で
開
催
さ
れ
た
琵
琶
湖
国
体
に
出
場
し
、
私

の
高
校
時
代
の
剣
道
は
終
了
し
た
の
で
す
。

進
路
に
つ
い
て
は
、
漠
然
と
高
校
の
指
導
者

（
教
師
）
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で

す
が
、様
々
な
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、

最
後
は
田
代
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
地
元

の
青
森
大
学
に
進
学
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。

の
更
に
半
分
を
柔
道
部
と
共
用
し
て
稽
古
し

て
い
た
の
で
す
が
、掛
り
稽
古
が
始
ま
る
と
、

あ
る
部
員
は
仕
切
り
の
ネ
ッ
ト
に
絡
ま
り
、

ま
た
、
非
常
口
か
ら
追
い
出
さ
れ
グ
ラ
ン
ド

で
追
い
込
み
な
ど
と
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

愛
情
？
あ
る
稽
古
を
付
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
二
年
の
県
新
人
戦

で
は
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
県
下
で
常
勝
を

誇
っ
て
い
た
青
森
商
業
高
校
に
僅
差
で
敗
れ

は
し
ま
し
た
が
準
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
も
現
実
味
を
帯
び
て
き

た
の
で
し
た
。
当
時
青
森
県
の
高
校
は
あ
ま

り
遠
征
に
出
る
学
校
は
少
な
く
、
一
年
生
か

ら
練
習
試
合
や
、
先
生
の
母
校
で
あ
る
筑
波

大
学
へ
寒
稽
古
、
三
年
の
春
休
み
に
は
新
一

年
生
も
連
れ
て
、
筑
波
大
学
へ
合
宿
へ
と
ワ

ゴ
ン
車
で
行
っ
た
も
の
で
し
た
。

�

も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
四
月
か

ら
工
藤
清
行
先
生
（
日
本
大
卒
・
教
士
七
段
）

が
新
採
用
で
田
名
部
高
校
定
時
制
課
程
に
赴

任
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
新
卒
の
バ
リ
バ
リ

中
学
で
も
迷
わ
ず
剣
道
部
に
入
部
し
、
顧
問

の
先
生
は
後
藤
健
二
先
生
（
東
奥
義
塾
・
中

央
大
卒
・
五
段
）
で
身
な
り
が
侍
の
如
き
、

と
て
も
雰
囲
気
の
あ
る
先
生
で
、
当
時
部
員

は
��
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
、
一
年
生
で
唯

一
県
大
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
抜
さ
れ
、
県
中

体
連
で
初
優
勝
で
き
た
の
で
し
た
。

若
先
生
た
ち
の
熱
血
指
導

　
　

田
名
部
高
剣
道
部
飛
躍
す
る

　

高
校
進
学
は
一
級
上
の
下
川
原
堅
蔵
先
生

（
早
稲
田
卒
・
現
大
湊
高
校
校
長
・
青
森
県

高
体
連
剣
道
専
門
部
部
長
・
教
士
七
段
）
が

進
学
し
た
父
の
母
校
で
あ
る
県
立
野
辺
地
高

校
に
柴
田
正
人
先
生
（
東
京
教
育
大
卒
・
教

士
七
段
・
現
平
川
市
教
育
長
）
が
指
導
さ
れ

て
お
り
、
私
も
是
が
非
で
も
行
き
た
い
と
両

親
に
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
願
い
は
叶
わ

ず
地
元
の
県
立
田
名
部
高
校
に
進
学
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

田
名
部
高
校
に
は
剣
道
指
導
者
は
お
ら

ず
、
野
球
部
に
で
も
入
部
し
よ
う
か
と
考
え

て
い
た
矢
先
、新
採
用
で
田
代
高
之
先
生（
東

京
教
育
大
卒
・
教
士
七
段
）
が
赴
任
さ
れ
ま

し
た
。
身
長
が
一
八
〇
セ
ン
チ
を
超
す
大
柄

な
体
育
教
師
で
、
柴
田
先
生
と
は
大
学
の
先

輩
・
後
輩
の
関
係
で
し
た
。
田
代
先
生
に
は

剣
道
の
基
礎
・
基
本
は
勿
論
、
そ
の
後
の
人

生
に
お
い
て
も
大
変
お
世
話
に
な
る
先
生
の

お
一
人
で
し
た
。

　

小
・
中
学
と
あ
る
程
度
や
れ
た
と
い
う
奢

り
や
自
身
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
田
代
先
生

と
の
稽
古
は
今
ま
で
と
は
全
く
違
い
、「
こ

れ
が
剣
道
か
」
と
い
う
ほ
ど
半
端
な
い
衝
撃

を
受
け
た
も
の
で
し
た
。
当
時
高
校
に
は
専

用
の
剣
道
場
が
な
く
、
体
育
館
で
半
コ
ー
ト
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武
道
は
、
日
本
古
来
の
尚
武
の
精
神
に
由
来
し
、
長
い
歴

史
と
社
会
の
変
遷
を
経
て
、
術
か
ら
道
に
発
展
し
た
伝
統
文

化
で
あ
る
。

　

か
つ
て
武
道
は
、
心
技
一
如
の
教
え
に
則
り
、
礼
を
修
め
、

技
を
磨
き
、
身
体
を
鍛
え
、
心
胆
を
錬
る
修
業
道
・
鍛
錬
法

と
し
て
洗
練
さ
れ
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
武
道
の
特

性
は
今
日
に
継
承
さ
れ
、
旺
盛
な
活
力
と
清
新
な
気
風
の
源

泉
と
し
て
日
本
人
の
人
格
形
成
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

　

い
ま
や
武
道
は
、
世
界
各
国
に
普
及
し
、
国
際
的
に
も
強

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
単
な
る
技
術
の
修

練
や
勝
敗
の
結
果
に
の
み
お
ぼ
れ
ず
、
武
道
の
真
髄
か
ら
逸

脱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
自
省
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う

な
日
本
の
伝
統
文
化
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
に
、
武
道
の
新
た
な
発
展
を
期
し
、
基
本
的
な
指
針

を
掲
げ
て
武
道
憲
章
と
す
る
。

（
目　

的
）　

第　

一　

条

武
道
は
、武
技
に
よ
る
心
身
の
鍛
錬
を
通
じ
て
人
格
を
磨
き
、

識
見
を
高
め
、
有
為
の
人
物
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
稽　

古
）　

第　

二　

条

稽
古
に
当
た
っ
て
は
、
終
始
礼
法
を
守
り
、
基
本
を
重
視
し
、

技
術
の
み
に
偏
せ
ず
、
心
技
体
を
一
体
と
し
て
修
練
す
る
。

（
試　

合
）　

第　

三　

条

試
合
や
形
の
演
武
に
臨
ん
で
は
、
平
素
錬
磨
の
武
道
精
神
を

発
揮
し
、
最
善
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
勝
っ
て
お
ご
ら
ず
負

け
て
悔
ま
ず
、
常
に
節
度
あ
る
態
度
を
堅
持
す
る
。

（
道　

場
）　

第　

四　

条

道
場
は
、
心
身
鍛
錬
の
場
で
あ
り
、
規
律
と
礼
儀
作
法
を
守

り
、
静
粛
・
清
潔
・
安
全
を
旨
と
し
、
厳
粛
な
環
境
の
維
持

に
努
め
る
。

（
指　

導
）　

第　

五　

条

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
人
格
の
陶
冶
に
努
め
、
術
理
の

研
究
・
心
身
の
鍛
錬
に
励
み
、
勝
敗
や
技
術
の
巧
拙
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、師
表
に
ふ
さ
わ
し
い
態
度
を
堅
持
す
る
。

（
普　

及
）　

第　

六　

条

普
及
に
当
た
っ
て
は
、
伝
統
的
な
武
道
の
特
性
を
生
か
し
、

国
際
的
視
野
に
立
っ
て
指
導
の
充
実
と
研
究
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
武
道
の
発
展
に
努
め
る
。

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
三
日
制
定

日
本
武
道
協
議
会

武　

道　

憲　

章
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